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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月25日(2013.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明システムであって、
　印加される電気信号に応じて発光するように適合されるエレクトロルミネセント素子と
、
　前記発光光の第１の部分を修正して第１の光成分を提供するように適合される第１の光
修正材料と、
　を備え、前記照明システムが、前記第１の光成分を、少なくとも、前記発光光の第２の
部分と関連付けられる第２の光成分と組み合わせて、システム光学出力を生じ、
　前記システム光学出力が、前記印加される電気信号に基づいて変化する色温度を有し、
　色温度の前記変化が、少なくとも一部において、電流集中の結果である、照明システム
。
【請求項２】
　前記発光光が前記エレクトロルミネセント素子の出力表面から発光され、前記エレクト
ロルミネセント素子が、前記出力表面にわたる前記発光光の空間分布が前記印加される電
気信号の関数として変化することによって特徴付けられ、前記空間分布の前記変化が、少
なくとも一部において、電流集中の結果としてである、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記発光光が発光光スペクトルを有し、前記第１の光成分が、前記発光光スペクトルと
は異なる第１のスペクトルを有する、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　照明システムであって、
　印加される電流に応じて出力表面から発光するように適合されるエレクトロルミネセン
ト素子であって、該エレクトロルミネセント素子が、前記出力表面にわたる前記発光光の
空間分布が少なくとも一部において電流集中の結果として前記電流の関数として変化する
ことによって特徴付けられる、エレクトロルミネセント素子と、
　前記出力表面の第１の部分を被覆し、前記発光光の第１の部分を第１の光成分に変換す
るように適合される、第１の光変換材料と、
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　を備え、前記第１の光成分が、少なくとも第２の光成分と組み合わさってシステム光学
出力を提供し、前記第２の光成分が、前記発光光の第２の部分と関連付けられ、
　前記第１の光変換材料が、前記出力表面にわたる前記発光光の前記空間分布の前記変化
が前記システム光学出力の色の変化を生じるように、空間的に分布される、照明システム
。
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